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日本・ベトナム環境ウィーク 

（セミナープログラム） 

 

日本国環境省及びベトナム社会主義共和国天然資源環境省（MONRE）は、脱炭素及び持続可能な未来の

構築に向けて、両国にとって共通の環境問題を議論し、先進的な環境ソリューションを共有することを目

的として「日本・ベトナム環境ウィーク」を共同開催いたします。 

 

オンライン展示 2021 年 12 月 14 日（火）～27 日（月） 

オンラインビジネスマッチング 2021 年 12 月 15 日（水）～17 日（金） 

オンラインセミナー 2021 年 12 月 15 日（水）～17 日（金） 

 

環境ウィーク Web サイト  ：https://www.jprsi.go.jp/ew2021vn 

環境ウィーク参加登録 URL：https://client.eventhub.jp/form/29905aff-39a9-4e21-8126-

358dd53f2e02/formprofile?isTicketSelected=true 

 

環境ウィークに参加登録（上記の URL）をいただくことで、会期中の各セミナーにご参加いただけます。 

各セミナーの詳細及び当日の参加 URL 等は参加登録後のページ内（EventHub 内）に掲載しております。 

 

12 月 14 日（火） 

※ベトナム時間表記（括弧内は日本時間） 

8:30-11:00 

(10:30-13:00) 

（Closed session） 

■ 第４回廃棄物管理及び 3R に関するベトナム天然資源環境省－日本国環境省合同委員

会 

※ 関係者限り 

 

12 月 15 日（水） 

※ベトナム時間表記（括弧内は日本時間） 

9:00-12:00 

(11:00-14:00) 

テーマ別セッション① 

■ 循環経済とリサイクル 

（日・越同時通訳） 

12:30-14:50 

(14:30-16:50) 

テーマ別セッション② 

■ ベトナムにおける水環境改善施策の動向と日本の技術協力 

（日・越同時通訳） 

ベトナム天然資源環境省では、湖沼や河川の水質改善に向けて多くの取組を続け

てきたところであるが、2020 年 11 月に承認された改正環境保護法が 2022 年 1 月に

施行予定であり、水環境改善施策のさらなる推進が期待されている。また、日本環境

省が実施するアジア水環境改善モデル事業は、日本企業等によるアジア地域の水環

境改善を目的としており、これまでの実績としてベトナムでの実施が最多となって

おり、ベトナムの水環境改善への日本企業の関心は高く、今後も普及展開が期待され

る。 

https://www.jprsi.go.jp/ew2021vn
https://client.eventhub.jp/form/29905aff-39a9-4e21-8126-358dd53f2e02/formprofile?isTicketSelected=true
https://client.eventhub.jp/form/29905aff-39a9-4e21-8126-358dd53f2e02/formprofile?isTicketSelected=true
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本セミナーでは、ベトナムにおける水環境改善施策の動向について把握するとと

もに、アジア水環境改善モデル事業で実施した技術への理解醸成を図り、両国関係者

の協働による水環境改善を促進することを目的とする。 

15:00-17:00 

(17:00-19:00) 

テーマ別セッション③ 

■ ベトナムが導入する事業所のGHG報告システムとその設計に関するステークホルダ

対話 

（日・越、英・越同時通訳） 

2020 年に承認された改正環境保護法と法に紐づく緩和政令案を含む施行細則に基

づき、ベトナム政府は事業所の GHG 排出報告システムの構築を進めている。 

こうした制度は、ベトナム政府のパリ合意の国内実施の具体的施策の一部として、

事業所による所内の排出量の把握にはじまり、排出削減余地の検討・計画に向けた根

拠や実施に貢献する基盤・機会を提供している。 

この方向性を踏まえ、本ダイアログでは、類似する報告制度を既に導入しているア

クターを国内外から招聘し、経験則に基づき、かかる制度構築や運用面での要件・要

因を整理しつつ、持続的な運用に向けた対話を展開する。 

 

12 月 16 日（木） 

※ベトナム時間表記（括弧内は日本時間表記） 

9:00 – 9:30 

(11:00-11:30) 

■ 開会挨拶 

- 日本国環境省 

- ベトナム社会主義共和国国天然資源環境省 

■ プロジェクト発足式（中継） 

9:35 – 11:15 

(11:35-13:15) 

オープニング・セッション 

■ 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて 

（日・越同時通訳） 

＜Keynote＞ 

● ベトナムにおける気候変動政策・2050 年カーボンニュートラルに向けた未来と課題 

● カーボンニュートラルを見据えた世界の潮流と企業の対応 

＜Panel discussion＞ 

2050 年までにカーボンニュートラルの実現を目指し、どのような社会を創っていく

べきか、トランジションとしてどういった対処が考えうるか、そして「日本国環境大

臣及びベトナム天然資源環境大臣間の2050年までのカーボンニュートラルに向けた

気候変動に関する共同協力計画（JCP）」を踏まえて、両国がどのような協力を進め

ることができるか、政府、民間、自治体/地方政府、有識者がそれぞれの立場から議

論する。 

11:30-12:35 

(13:30-14:35) 
出展者プレゼンテーション（Ⅰ） 

Short Break 

13:30 - 15:10 

(15:30-17:10) 

プレナリーセッション 

■ 海洋プラスチックごみ対策を含む「循環経済」への移行に向けた官民の取組 
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（日・越同時通訳） 

持続可能な形で資源を利用する「循環経済」に移行することは世界共通の課題である。

近年関心を集めている海洋プラスチックごみ問題を含め、特にプラスチック資源循環

の高度化は急務である。これらの問題解決には、製品の設計／生産から廃棄／再生に

またがる包括的なライフサイクルアプローチを通じた取組が必要である。また対策を

進めるためにはより多くのステークホルダーの関与が重要であり、その中でも民間部

門の役割は大きく、幅広い官民連携は課題解決に向けた大きなカギである。 

本セミナーでは「循環経済」への移行に向けた両国の最新の取組を共有するとともに、

課題解決に向けて議論を深める。 

15:30-16:00 

(17:30-18:00) 

テーマ別セッション④ 

■ ISO14090 シリーズのオンライン研修を通じた気候変動適応策推進のための地域能力

開発の技術支援 

（日・越同時通訳） 

近年、頻発する気象災害による人的・経済的損失により、気候変動適応の重要性が高

まっている。特に、住民の生活を守る責任を担う行政機関である地方自治体における、

気候変動適応への取り組みが急務となっている。しかし、多くの自治体では、専門的

な知識を必要とする気候変動対策が進んでいないのが実情である。 

日本国環境省では、開発途上国の地方自治体における気候変動適応策の推進を支援す

るため、気候変動適応分野における国際標準規格 ISO14090 シリーズに基づくオンラ

イン研修教材の開発を進めている。本セッションでは、ISO のオンライン研修教材作

成の取組を紹介し、作成中のオンライン研修教材のデモンストレーションも実施す

る。 

  

3 日目：12 月 17 日（金） 

※ベトナム時間表記（括弧内は日本時間表記） 

8:30-11:00 

(10:30-13:00) 

テーマ別セッション⑤ 

■ ベトナムにおける二国間クレジット制度（JCM）の実施に関するウェビナー（2021） 

～JCM を活用したカーボンニュートラル実現に向けたイノベーション～ 

（英・越同時通訳） 

日本環境省では、JCM 資金補助事業を活用し、優れた脱炭素技術等の途上国への普及

を促進しています。本ウェビナーでは、その 3 つの事業、JCM 設備補助事業、コ・イ

ノベーションによる脱炭素技術創出・普及事業、さらに水素製造・利活用第三国連携

事業につき制度の概要を説明するとともに、各事業の好事例を紹介します。 

※ 本セミナーへの参加には別途登録が必要です。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfgCFVpAgL1hRyobjJ-

903pl_Ts2SIprxNz8IAMNdawxGT2Tw/viewform 

 

11:15-12:15 

(13:15-14:15) 
出展者プレゼンテーション（Ⅱ） 

12:30-14:00 テーマ別セッション⑥ 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfgCFVpAgL1hRyobjJ-903pl_Ts2SIprxNz8IAMNdawxGT2Tw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfgCFVpAgL1hRyobjJ-903pl_Ts2SIprxNz8IAMNdawxGT2Tw/viewform
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(14:30-16:00) ■ フルオロカーボン類のライフサイクルマネジメント 

-ベトナムにおける冷媒の標準的管理手法について-  

（日・越同時通訳） 

ベトナム政府は、2020 年 11 月改正環境保護法国会採択、92 条においてライフサ

イクルマネジメントの観点から抜本的なフロン対策制度の導入を決定し、2021 年、

改正環境保護法の実施法令として策定される政令案について検討がされているとこ

ろである。 

さらに、関連する対策（回収・再生・破壊等）については、政府の基準・規格（TCVN、

日本でいうところの JIS 規格に近いもの）を策定する予定となっている。 

 本セミナーでは、フルオロカーボン類の管理に関する基準・規格の技術的な検討

を進めるにあたり、政策立案者とベトナムと日本の実務家の間で知見・経験を交わ

す最初の機会となる。 

14:00-17:00 

(16:00-19:00) 

(Closed session) 

■ 第 1 回日越共同協力計画（JCP）の実施に関する合同作業部会（JWG） 

※ 関係者限り 

 


